平忠度の懐旧の情を詠んだ歌について by 瀬良, 基樹
平忠度の歌には、
古代の伝説として伝えられた世界に関心を寄
せてうたったものが幾つかみられる。
その懐古の情を歌うのに、
人生の登常さと自然 悠久さを対比したり、
荒廃して故知と
なった呈や邸宅の姿に滸目している。
つまり、
昔栄壼をほこって
いた型武天皇 陵宮 窃円の尾の上の宮、
源融の河原院、
柑責妃
の墓所としての馬鬼の野、
そして天智天皇の滋賀の大油の宮等が
今では昔の面影もなく形を失い無 帰している情炊を取り上げながら、
しかしそこに新たな余情の芙の世界を創造した歌を詠んで
いる。
人間の営みが消滅し古代の名残を全く止めない今では歌枕
となった世界に、
伝統的な抒惰の上に立って、
新しい惜匙を見出
している。
その背景には、「忠度集」九一番の「ありし世はおも
はざりけむかきおきてこれをかたみと人しのべとは」の歌 別柑きに、「盛方朝臣かきおきたりける万葉抄を、
かの人身まかりて
のち、
かの家のもとへ返しつかはすとて」とあるように、
平安末
期盛んになった
f万菜集」を初めとする、
先人達が好んで取り上
げた素材を継承発展させようとする傾向がうかがえる。
ここでは、
みやぴやかな古代の世界が荒廃に帰し古えの姿を止
めない様を詠んだ忠度の四首の歌を取り上げながら、
そこに見ら
れる忠度の美意識の特色を考察したいと思う。
なお忠庶の歌は、
角川版「新編国歌大観」第三巻私家集編Iによった。
故郷萩
萩原とみるぞかなしきたかまどのをのへの宮のむかししらねど
（忠度集・三
五）
麻円の尾の上の宮は、
店円の野・高円の山とも詠まれ
た大和の
国の歌枕で、「万袋集」に多く歌われている。
高円の峰の上 宮は荒れぬ も立たしし君の卸名忘れめや（巻二十•
四五0七・大原今城典人）
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Cへ
高円の野辺の秋
萩いたづらに咲きか散る
らむ見る人なしに（巻
ニ・ニ三一・笠金村）
よみ
また頻昭は、
家持の「宮人の袖付け衣秋萩ににほひ宜しき窃円
の宮」（巻二十・匹三一五）を本歌に、
はぎが花 そでにかけてたかまどのをのへの宮にひれふるやたれ（新古今集・巻四·秋歌上 三三一
と歌って、
萩の花の色と栂和した衣を身に洛けた高円の尾の上の
宮の大宮人の美しさを称賛している。窃円の尾の上の宮を詠んだ歌は、平安朝に入っ
てからは
津守国基・豚原教長・忠度等を先樅
とし、
勅撰集では「新古今集」の前記顕昭の歌に至って初めて取
り上げられる。
この宮は、
萩の他に桜や月や秋風な
どと取り合わ
せて詠
まれているが、「万葉集」を受けついで秋の風物特に萩と
取り合わせた歌が多い
忠度の歌は、たかまど をのへのみやのあさぢはらあ
れにしのちもいくよヘ
ぬらん（紐古今集・巻十八・雑歌中・一七一三・真昭法師）
の歌と同じく、
その荒廃を咲き懐旧の梢を直接表面に歌っている
が、
真昭法師の浅茅原に対し、
萩の花との取り合わせで自然の悠
久さ、
人生の撫{“さを訴えている点、「万葉集」の伝統を受けつ
いでいる。
なお、
萩原という表現は平安朝になって表れており、
きぎすゃ
さを鹿、
露や霧のような優英な風物と取り合わせて詠まれている。
忠度の歌の高円の野を覆う萩原は笠金村の歌にもあるようにかつての離宮 面影を人に偲ばせる形見となっている。
そして忠度は、
型武天皇の御代の栄え、・つまり当時の文化といった人為は形を失い自然の中に溶け込んでしまい、
萩原の彼方に離宮の姿をイメー
ジとして思い浮かぺようにも見出せないと歌っている ころに、限りない寂蓼の梢趣美・余情あふれる喪失の悲哀感を感じて る。
河原院にて、
故郷犯といふことを、
人人よみ侍りしに
しほがまのむかしのあとはあれはてて
あさぢが原にうづらなく
なり（忠度集・三六）四は「万紫集」に詠 れている鳥である。家持の歌に、狐嗚＜故りにし郷ゆ思
へどもな
にそ
も妹に途ふよしもなき
（巻四・七七五）
とあ
り、
久週京にいる家持が奈良の都にいる紀女郎に贈ったもの
で、「四閲く」は「故ル」に掛かる枕詞として用いられている。
ま
た
、
ム
t.
粕関く古りにし郷の
秋萩を思ふ人どち相見つるかも（巻八•一
五五八・沙弥尼等）
の歌は、
豊浦寺の倣尼達が秋萩を貨美する様を詠んでいるが｀
こ
の豊浦は推古天皇の島宮が営ま
れた地であった。
この歌について
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中西追氏は、「時すでに奈良遷都後で、其神原
ー
ー藤原
＇ーー
平城
と経た三代先の「故郷
j
と悲捕を見ることによって、この歌の
~1) 
雷も知ることができる」と述べておられる。「万菜集」では旧都は「尉」「色（武）
：
印」と甘い、「塁＜」が枕飼として用
いられ、官人達が新都に去った後の荒廃の激しさを実感的に表現している。「万菜集」では「四嗚く」を枕詞として用いて荒廃を表すのは、
他
に、
ふる
ヘ
tf
ーと
人言を繁みと君を鶉嗚く人の古家に語らひて距りつ（巻十一・二七九九）
のように古い家や、
鶉喝く古しと人は思へれど花橘のにほふこのやど（巻十七・三九二0・大伴家持）
のように庭 場合があった。
「源氏物語」にも、虚構によって荒廃した批界をありありと表
現している場面がある。「夕顔
j
の巻の廃院「なにがしの院」は、
T2) 
源融の河原院をモデルにしたものと白われる。源氏が夕顔と八月十六日の暁に訪れた
「なにがし
の院」は、「あ．つかり召し出．つる
ほど、荒れたる門の
ii
、茂りて見上げられたる、たとしへ
なく木暗し」と描写され、さら 日が窃くなって源氏が目を党まLて格子を上げると、「いといたく荒れて、人めもなくは ／＼
．と見わたされて、木立ちいとうとましくものふりたり。けぢかき笠木などは、ことに見どころなく、がな秋の野ら
に
で、池も
ti
さにうづもれたれば」何とも恐ろしいと感じられる。この場面の描写は、歌語や引き歌を用いながら、荒廃の状況を現実感をもって表現している。「しのぶ草」
は
「古今
集
」
に、
君しのぶ卒にやつるる如四はまっ虫の音ぞかなしかりける（巻匹・秋歌上・ニ00．説人しらず）
とあり、軒しのぶのことを言 之た「みな秋の野らにて」という表現も、「古今
集
」の
呈はあれて人
はふりにし宿なれ
や庭もまがきも秋の野らなる
（巻四・秋歌上・ニ四八・俯正遮照）
を引いており、さらに「みくさ」は「万葉集」にも詠まれ、また「後拾辿集」にも、
河原院にてよみはぺりける
さと
人のくむだにいまはなかるぺしいはゐのしみづみくさゐに
けり（第十八・雑四・
と詠まれており、この「源氏物栢」の
「なにがしの院」の描写は
河原院をモデルにしながらも、その荒廃 表現には先行文学の影郭がみられる。
また、住居の荒廂が恋愛と結ぴつけて栢られる場合があった。「伊勢物語」
10四三・大江嘉言。嘉酋集・三九）
が「年をへて住みこし里を出でてい ぱいとど深草野とゃなりな
三三段の深草の女の許から去っていこうとした男
む」と詠んだ歌のように、荒廃した女一人の住居は男が通わなく
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なったことの象徴であった。
そのよ
うな女性の典型が「源氏物
語 」 の 「 蓬 生 」 の 巻 に 登 楊 す る 末 摘 花 で 、
彼 女 は 源 氏 の 須 磨 鏑 居
＊も
よ｀冨
後 、
更に源氏の掃
京後も「浅茅は庭の面も見えず、
し げ き
蓬は
“Z‘
ら
粁をあらそひて生ひのぽる。
葎 は 西 束 の 御 門 を 閉 ぢ 籠 め た る ぞ
頼 も し 」 い 茅 屋 で ひ た す ら 源 氏 の 訪 れ を 待 ち 萩 け 、
やっと源氏の
愛を取り戻す。
さ ら に 、 「 背 原 の 里 （ 菅 原 や 伏 見 の 里 ） 」 と い う 表 現 も 、 「 古 今
集」の、
．ぃ
ざ こ こ に わ が 世 は 経 な む
菅原や伏見の里の荒れまくも惜し
（ 巻 十 八 ・ 雑 歌 下 ・ 九 八 ― • 読 人 し ら ず ）
によって、
里 の 荒 廃 を 表 す 場 合 が あ っ た 。 菅 原 の 里 は 菅 原 氏 本 貰
の地で、
大 和 の 国 に あ っ た 。
大杉光生氏はこの歌について、「背
原の里
の 荒 廃 を 喉 き つ つ も 閑 静 な 生 活 を 送 ろ う と い う 隠 述 の 党 悟
F3-
を述べている」と捉えられている。
「源氏物語」早蕨の巻には、
中 の 君 が 匂 宮 か ら 京 都 の 宮 の 住 居
である二条院に移る
こ と を 求 め ら れ て 、 「 か し こ に も 、
よ き 若 人
童 な ど 求 め て 、
人々は心ゆき顔にいそぎ思ひたれど、
今はとてこ
の 伏 見 を 荒 ら し は て む も 、
い み じ く 心 細 け れ
ば、
嘆 か れ た ま ふ こ
と 尽 さ せ ぬ を 」 と 宇 治 を 離 れ る こ と を 嘆 か わ し く 思 う 場 而 が あ る 。こ こ で は 、
今 中 の 君 が 住 む 宇 治 の 里 を 「 こ の 伏 見 」 を 言 っ
て、
中
の 君 が 都 に 移 っ て し ま っ て 、
こ の 宇 治 の 里 を 荒 れ る が ま ま に し た
く な い の で 、
自 分 は こ こ で 一 生 を 送 り た い と い う 彼 女 の 強 い 決 意
を述ぺている。
そ し て 荒 廃 は 、
旧 都 や 里 や 家 ば か り で な く 、
人 の 心 に も 及 ぶ も
の で あ っ た 。
ふるさと故 里
にあらぬも
のか
らわがた
めに
人の
心は荒れ
て見ゆら
む
（ 古 今 集
． ． 
巻十四 ． 恋 歌 四 ・ 七 四 一 ・ 伊 勢 ）
以 上 の よ う に 、 「 古 今 集
」や「源氏物語」にみられる荒廃は邸
宅 や 里 と い っ た 日 常 卑 近 な 低 界 見 ら れ る
もので、
人に他の無常を
痛感させるものであった。「源氏物語」の夕願の巻の廃院「なにが し の 院 」 は 、
夕 顔 の 異 様 な 死 を 印 象 づ け る た め の 舞 台 背 僚 と し
て 効 果 的 で あ っ た 。
一 方 、
荒 廃 や 滅 亡 に 美 感 を 見 出 す 歌 が 平 安 中 期 以 降 現 れ る 。
だ い し ら ず
き み な く て あ れ た る や ど の あ さ ぢ ふ に
うづらなくなり秋のゆふ
ぐれ（後拾遺集・巻四・秋歌上・三0ニ・源時綱）
宿 の 荒 廃 と 結 ぴ つ け て 四 を 詠 ん だ の
は 、
勅 撰 集 で は こ の 歌 が 最 初
で あ る 。 君 が い な く な っ て 邸 の 荒 廃 は 時 問 の 経 過 と と も に ま す ますはっきりしたものになり、
廃 屋 の 庭 に は 浅 茅 が 生 い 茂 り 、
ただ
箱 が 嗚 い て い る だ け だ と い う 、
秋の夕硲れ
の 限 り な い 心 細 さ を
歌 っ て い る 。 浅 茅 生 や 鶉 に は 親 し か っ た
人が亡くなった後の住居
の 荒 廃 が 象 徴 さ れ て お り 、
感 偏 的 な 気 分 の 浚 い 歌 と な っ て い る 。
「 き み な く て 」 と い う 表 現 は 、 「 頂 之 集 」 に
、
そ せ い う せ ぬ と き き て み つ ね が も と に お く る
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君なくてふるの山ぺの春霞いたづらにこそ立ちわたるらめ（七いそのかみふる＜すみこし君なくて山の霞は立ちゐわぶらむ（七七二）返し、
みつね
七三）
とあるように、
友人や自分の仕えている人や知人の死を悼む哀併
の気持ちを歌 場合や、
君なくてあしかりけりと思ふにもいとどなにはの浦ぞすみうき（拾遺集・巻九・雑下
・五四0、
今昔物語、
大和物語等）
のように、
以前男が親しくしていた女が今では自分の所にいない
．と
いう男の失恋の気持ちを言う場合に用いられ、
君と呼ぴかけて
相手に強い親近感を示してい 。
前掲の時綱の歌のように、
主人がいなくなって廃墟となった住
居の様を詠んだ歌は、
かはらの"IIりの
"11
ぃ｀うりざみ
河原
左大
臣の身まかりての
ち、
かの家にまかりてあ
りけるに、
塩瑚といふ所のさまをつくれりけるを見てよめる
君まさで煙絶えにし塩盛の らさぴしくも見えわたるかな（古
•今
集・巻十六．哀倦歌・八五二•紀貰之。貫之集・哀傷・七七一。
なお、
和漢朗詠集には「きみなくて」の形で「故宮付破宅」
〔五三八｝の部に載っている。）
がある。
しかし貰之の歌は、
時綱の秋の夕暮れの物寂しい情趣を
詠んだ歌と述って、
恐の死を悼む念が中心となっている。
ところ
で、
この河原院の風流な様は後に江戸時代になっ
て、
内池永年が、
・・・・・・河原の大まへつ君源の磁の君は玉しきの平の京水烏の鴨川のへに家所ひろらにしめて此捕のかたをうつして朝には潮をくましめ夕 は汐をやかしめ春されば花をもかざし秋来れば月をめでつつ百敷の大宮人の集ひ来てあそぴ歌よみめでましし言のみやぴを今の世にかくよみ
いでつ・・・・・・（八十捕之玉下巻下：九
八八・塩避松島をよめる）
{4) 
と歌っているように衆目を鵞かすものだった。
この河原院は人間
精神の高貨さを表すみやぴの世界の象徴であ
たが、
敲の没後荒
廃が急激に進んでい
く。
その様は、
河原院グループの歌人がしば
しば詠んでいる。
河原院にて、
あれ
たるゃどに秋来といふ心を人人よみ侍りけ
るに
やへむぐらしげれるやど
のさぴしきに人
こそ見えね秋は来にけ
り（拾遣集・巻三・秋・一四O·恵艇法師）
河原院の古松をよみ侍りける
行末のしるしばかりにの
こるべき松さへいたくおいにけるかな
（拾遺集・巻八・雑上•四六―•源道済）
平安中期の河原院には、
古い松が昔の名残を止
め、
それが人々の
当時の隆盛を回廊するよすがとなっていたことは「今昔物語集」
（巻第二十四・於河原院歌読共来読和歌話第四十六）にも語られ
ている。
これらの歌には、
河原院の荒廃を惜し
み、
政を思甜する
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情が切々と述ぺられている。
ところで、
忠度
は河原院の荒廃を述べるのに時綱の歌と岡じく
・浅茅が生えた所に鶉が嗚く様を
詠んでいる。
あさぢが原は、
荒れ
．果てた場所の意味で用いられている。
一方、
時綱や忠度の歌にみられる「うづらなくなり」という表
現は、
藤原俊成の
タされば野ぺのあ
き
かぜ身にしみてうづら嗚くなりふか卒のさ
と（干戟集・巻四・秋歌上・ニ五九）
．にもみられるが、
それが表す情趣は時桐や忠度の歌のそれとは異
なっている。
この俊成の歌は、「慈鎖和尚自歌合」で判者俊成が、
「いせ物がたりにふか草の里の女のうづらとなりてといへる事をはじめてよみいで侍りしを」（八王寺十五番・七番・雁•10七）と自ら判詞で
述ぺているように、「伊勢物語」の「野とならば狼
となりて嗚きをらむかりにだにや 君は来ざらむ」(―二三段）と歌った深草の女のイメージが背景にある。
さら
に、「千五百番
歌合」の「ふかくさの べのうづらよなれ なほかりにはとだにまたぬものかは」(―二三八番・左・ニ四七四・贖岐）の歌の判者顕昭はその判
詞に、
「わがやどあれて野べとならば、
われはう
づらのやうになきて しへんとよめるを、
そのあらましごとのう
づらを、
かりにはとだにまたぬものかはとよめり」と述ぺて、
男
が女の家に通わなくなって「わがやどあれ 野べとなる」ことを女が悲しんでいるのが、
この「伊勢物語」の本歌の「野となら
ば」の歌であることを明らかにしている。俊成の「夕されば」の歌はこの
「伊勢物語」の楊面の後8諌で、
男が去り今までも草の
深かった女 家はすっかり荒れて庭は野辺と化し女が姿を変じた狼だけが住みついているという優艶な物語的情趣の批界を詠んでいる
。
ところで、
俊成以後狛は失恋した女を思わすものとして｀
また
秋の情趣を表す鳥として盛んに に詠まれるようになったが、
そ
の嗚く場所は深草の里の他に「万菜集」 た野であることが多い。
これも平安末期の「万菜集」の景物を腺煎する傾向の一
端であろう
それによって氾は一層当時の歌人に密珀した自分達
の複雑 奥深い情感を込め ことのできる烏として、
匝要な存在
となっていく。
あだに骰る露の枕にふしわぴてうづら嗚くなりとこの山かぜ
（新古今集・巻五・秋歌下・五一四・俊成卿女）
うづら嗚くあだのおほのの呉葛原いくよの露にむすぽほるらん（新拾逍集・巻四・秋歌上・三七五・剥季）たかまどの野ぢのくずはら風吹けばあきをうづらのうらみてぞなく（夫木和歌抄・巻十四・秋部五•五六五三・光甲峰寺入道摂政）そして、
八代集では四の用例は、「古今集」一例（前述した
「伊勢物語」の「野と
ならば」の歌で、「嗚きをらむ」が「年は
経む」となっている）、「後拾遺集」二例、「金莱集」二度本一例、
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一 一
り （ 忠 度 集 ・ 九 0 )
冬 き て は な に を
かたみ
と
な
が
め
ま
しあ
さ ぢ
が原
も
し
も
が
れ
に
け
長恨歌
の心
を
四
「
干萩集
」
二
例
、
「新
古今
集」
五
例と
なっ
てい
る
。
四
が喝
く
場所
は 、 前 述 し た
もの の 他 に 、
「
小 萩 が 原 」
（
後 拾 逍
集 三 0 三
） 、「 真
野
の
入 江 の 野 」 （ 金 策 集
二度 本 二 三 九
） 「 既5」 （ 千 載 集
八
五 三 ）
、
「 山 麓 の 尾 花 の 咲 く 野 」 （ 新 古 今集 五 一 三 ）
等 が あ る
。
時 綱 や 忠 度 の 歌 の よ う に 、 浅 茅 生
（ 浅 茅 が 原 ） に
嗚
く
四
に
よ
っ
て 荒 廃 を 表 し た も の に 、
八
代 集 で は 「 新 古 今 集 」 に
、
三 井 寺 や け て 後
、
す み 侍 り け る 房 を お も ひ
やり
て
よ
め る
す み な れ し 我 が 古
郷 は こ の 比 や 浅茅 が は ら に
狐
団くら
ん （巻十
七 ・ 雑 歌 中 · 一 六 八 0 ・ 大 俯 正 行 整と あ り 、 こ
こ
に も 自分 の 僧 房 の あ る 地
を
「
古郷
」
と
言
っ
て
深
い愛
溶 を 抱
い て い る 。 こ の よ う に 、
浅 茅 原
と 鶉 が 重
ねて 詠
ま
れ る
と
荒
廃 の 度 は 深 ま り
、弛 い 哀 感 が
余 情 深 く 象徴 的 に 表 現 さ
れ る 。
し か
も 忠 度 の こ の 歌
は 、
時 綱 や 大 俯 正 行 埠 の 歌 と 同 じ
く
、
旧 跡
と
化
し
た 河 原 院 を 「 万 菜
集」 以 来 の 伝 統 に 立 っ て
「故
郷」
と
し て
捉 え
、
源 愚 の 作 り 出 し た 壮 大 な み や ぴ の 世 界
の 滅
亡 に 、
限
り
な い 寂
猛感
を 抱 い て い る 。
る 長 恨 歌 の 心 を 詠
ん
だ 歌 は 古 来 数 多 く み ら れ る
。
花 細 委 地 無 入
収
は か
な
く
て あ
ら
し の か ぜ に ち る 花 を あ さ ぢ が 原 の つ ゆ や お く
ら
ん （ 大 弐 高 遠
集
・
ニ 七 七
）
長 恨 歌 の 絵 に 玄 宗
も
と の と こ ろ
に
か へ り て む し ど も な き く
さ
も
か れ わ た
り
て み か ど な げ き た ま へ る か た あ る と こ ろ を よ
め
ふ
る
さ
と は あ さ ぢ が は ら
と あ れ は て て 夜 す が ら む し の ね を の み
ぞな
く
（ 後 拾 遣 集
•
第 四
・
秋 上 ・ ニ 七 0 ・ 道 命法 師
。
追 命 阿 闇
梨 集
・
三
―
-
）
長
恨
歌
のこ
こ ろ を よ め る
おもひ
か ね
わ かれ
し野 辺 を き て み れ ば あ さ ぢ が は ら に 秋 風 ぞ ふ
く
（ 金 葉 集 三 奏 本
•
第 三
・秋
・
一 六 五 ふ伽 追 済
。
開 花 集巻 九
・
雑 上
・
三 三 七
。
な お 逍 済 集
〔 二 四 五
〕で は
、「 野 辺
」が「
人
」
．
にな
っ
て い
る ）
新 間
一
美 氏 は
、我
が国 の 長 恨 歌 説 話 に み ら れ る 玄 宗 の
「 馬 鬼 再
訪 」
に
つ い
て 、
上 野 英 二 氏 の 論 文 「 長 恨 歌 か ら 源 氏 物 語 笠
l
を引
きな
がら
、「 長 恨 歌 で
は 玄 宗 が 馬 斑 を 訪 れ る の は
、安 禄 山 の 乱 が
勃 発
して
長 安 か
ら都 落 ち
する 途 中 で 楊 貨 妃 が 処 刑 さ れ る 場 面 と
、
乱
が 一
応 収
まり
玄 宗 が 都 へ 帰 還 す
る 途 次 の 場 面 と の 二 箇 所 で あ り
、
塁
し
た 玄 宗 が 馬 鬼 の 地 を 再 肪 す る と い う 描 写 は な い
。
（ 中 略 ）
（ 上 野
）
氏 は わ が 国 で の 長 恨 歌 鑑 設 の 中 で 「浅 茅 」
、「 風 」 を 配 し
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たこの楊面が形成されたとする。
これについては長恨歌の中で、
玄宗が馬蒐で楊貨妃をしのぶ場面が特に愛好さ
れ、
その結果本来
長恨歌にはない馬鬼再訪の場面が作られたと解釈することができ
-6)
で‘)
よう」と述べておられる。楊貨妃の幽所については「続故事談」に、「或居歯ノ中二貨妃ヲ改葬シタルコトヲイフ」（第六・漢朝）とあって、
最初から一定し
ていなかったようで
あるが、
我が国で
は玄宗は楊貨妃が殺され 鬼の地を再肋 たものとして伝わっている。
ところで、
浅茅原（浅茅が原）は、「万菜集」に、
あさぢ
u
らら
ふふ
あ
浅茅
原茅生に足踏み心ぐみ我が思ふ児らが家の
あたりを見つ
（巻十ニ・三0五七）
とあるように、
古来丈の低いちがやの生えた場所の意味で詠まれ
てきた。
さらに、「元良親王集」に、
たのむれどしたのこころはあさぢはらつゆにぬるればいろかはるとか（八二）
とあるように、
秋になって露に会うと変色するものとされ 。浅
茅原（浅茅が原）にはつぽすみれが咲き（万葉集・巻八・一四四九）
、
秋風が吹
き（林莱集・
三九九）、
白露が骰き（恵脱集・
ニ
-）｀
虫の音が槃く（後拾遺集・ニ八一
）、
露に月がやどる（干戟
集・ニ九六）というように、
平安朝にあっては特に秋の景物と取
り合わせて詠まれた。さらに、
前述した「続古今集」の真昭法師
の「たかまどの」の歌
のように、
荒れ果てた場所の意味でも用い
そして、
この
忠度の歌は前述した「金葉集」三奏本や「詞花
集」の道済の「おもひかね」
の歌を本歌としてい
る。
この本歌に
（●）
ついては「八代集抄」が、「楊貨妃馬鬼にて
、う
しなはれてのち、
‘,.，
玄宗皇帝蜀より遼幸の時、
かの馬鬼の披のほとりに 、
貨妃が
事を思ひ出て、
うち見わたし給へど、
むかしの悌も見えず、
只む
なしく貨妃が死せる所に、
浅茅がはらの秋風ふくとの心なるぺし。
長恨歌に、
馬鬼ノ披ノ下泥土／中不レ見二玉頻
2、
空ク死ル処店臣
相顧尽祐レ衣ヲなどある心な 」と注に記しているように、楊貨妃
が亡くなっ
た馬鬼の地を訪れた玄宗
は一面の浅茅が原と
なった野に吹き寄せる秋風の中で楊貨妃を懐しんでいる。
ここで
は「あさぢが原」
は、「あさぢはらあれたるのべはむかし見し人
をしの
ぶのわたり
なりけり」（能因法師集·10六。後拾遺集八
九三では第二句を「あれたるやどは」とす ）の歌や「しののめの空もほのぽのと、
明け行けぱ跡絶えて、
わが子と見えしは塚の
上の、
京茫々としてただ、
しるしばかりの浅茅が原と、
なるこそ
あはれなりけれ」（謡曲集「隊田川 ）という記述にもみられるように、
荒れ果てた原を表し、
死人が挫葬されている幕所を暗示す
るものとして歌われている。
この忠度の歌は、
冬が来てすっかり霜枯れてしまった浅茅が原
は、
他の草原と区別がつかず、
楊貨妃の面影をしのぶものは何も
ないと逆説的に表現することで、
玄宗の楊貨妃に対する深い愛滸
られた。
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を述べている。
ところで、「冬きては」が歌語として成立するのは、
この忠度
の歌あたりからである。
この言葉の持つ口語的な関子が冬の持つ
暗く謳い印象を柔 げ、
それ
によって玄宗と楊貨妃の優艶な純愛
．の世界の消滅 季節の推移と狙ね合わせながら捉えてそこに人生の無常さを理法として見出している
作者の哀感を一廣深い
ものに
している。
以下「冬きては」を詠み込んだ歌をあげる。
冬のはじめのうたとてよめる
冬きては一よふたよ
を玉ざさのは
わけの莉のところせきまで
（千載集・冬歌•四00•藤原定家）
この歌は「定家卿百番自歌合」囮一番にも戟せられており、
注
に定家が二十歳の時成
立し
た「初学百首」の歌と説明があ
る。
こ
の歌 ついて
赤羽淑氏は、「た
かくともなににかは
せんくれたけ
のひとよふたよのあだのふしをば」（大和物話・第九十九段•一三四•おなじ女〔修理の君））及ぴ、「朝日さす
ひかりを見ても玉
笹の業分
の霜を消たずもあら
なむ」（源氏物語・藤袴•四0四·
兵部卿宮）の影忠を受けているとされている。 玉ざ 」とい
う
語は神楽歌に、「いづこ か駒を緊がむ朝日子がさす岡辺 多麻左々の上に玉笹の上に」（明星・日謳女歌）とあり、「古今和歌六帖」（第六・三九五0．ささ）の歌に「たまざさのはわきにおけるしらつゆの今いくよへむ我
ならなくに」（和歌童蒙抄．
〔五九
八•竹）は第二句を「はわけにむすぶ
」、
結句を「わがみならな
くにとする とあり、
この「源氏物話」の歌は、「源氏物語評釈」
の言うようにこの「古今和歌六帖」の無常を詠んだ歌を本歌として、
季節を冬に転じて恋の気分を詠んで
いる。
この定家の歌の
「一よふたよ」の「よ」 「夜」の意味で「節」を掛けており、冬になってまだ間もないのにも
うすでに業の一枚一枚を分けるよ
うに笹の業一面に霜が降り、
冷え冷え
とした寒気が感じられると
いう
、「初霜結ぽほれ、
艶なる朝」（源氏物話・藤袴）の情穀を
歌っている。
百首歌中に
冬きてはいくかに成り
ぬ柏の屋に木のは時南の絶ゆる夜ぞなき
（続後拾造集・巻六・冬歌•四二八・式子内親王）久保田淳氏はこの歌について、
俊成の久安百首の歌「まばらな
るまきのいたゃにをとはしてもらぬしぐ
れはこのは
なりけり」の
「この薬しぐれ」と並列した
ところに「続け柄の妙」があり、
こ
の言い続けが「俊成の指導を仰いだ」右の式子内親王の作 生かされていると述ぺられている。
な
お落葉が板屋に散る音を時雨の
降る音に見立てた例は、「このはちるやどはききわくことぞなきしぐれするよも
しぐれせぬよも」（後拾遣集•第六・冬・三八
ニ
・源頼実）の歌以来多く詠まれている。
この内親王の歌も、
初
冬の保物であるはず 木の業時雨が槙の屋に降 夜が冬の到来後いつまでも統くことへの驚きを詠んで
余情深い歌になっている。
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冬の夜
冬きてはなにはのあ
しぴたゆまねばみぎははそよぐかれはだに
なし（夫木和歌抄•第十六・冬部一・六六一四・民部卿為家卿）法は難波の名物でその火力はあまり弛くないので、「万業集」
とこ
にも、「難波人森火焚く屋のすしてあれど己が要こそ
常めづらし
き」（巻十一・ニ六五一）と歌われている。
この為家の歌は、
漱
の枯れ葉が家の中で物を干したりする郊火として用いられ、
すっ
かり刈り取られてしまっていることへ 鷲きと寂 さを惑じている
。冬きてはあねごがねやのたかすがき
いく夜す
きまのかぜかさむ
けき（新撲和歌六帖・一帖・
一八三・知
家。
なお「夫木和歌
抄」六六七二には「たかすがき」が「たけすが
き」として載せ
られている。）「あねごがねゃ」という表現は、「好忠集」に、「かみまつるふ
ゆはなかば
になりにけりあね
こが
ねやにさかさをりし
き」（冬
+•四0五）とあり、
この好忠の歌は「夫木和歌抄」六七二四に
も採られている。「たかすがき
」は「教長集」に、「しづやしづな
にやどりけむたかすがきかぜもとまらぬふしどな
りけり」（六二
六・寒夜旅宿）とあるように、
竹で組んだ毀の子の床で身分の低
い人の住居やな庵に用いられ、
臥しにくいものであった。
この知
千首歌
家の歌は、
質素な生活を送るあねごへの深い思いやりの心を詠ん
でいる。
以上のように、「冬きては
」を冒頭に霞
いた歌はしばしば「い
くかになりぬ」という表現
と結ぴつけて冬の心を詠んだ歌の中に
用いられ、
冬の荒涼とした光景に接して冬になった時間の経過を
改めて思い知り、
冷え冷えとした隋かな
気分を感じ取っている所
囮詞幽玄で姿が焼である歌が多い。
また内親王は「秋きては」を初句に訟いた歌も作っている。あききてはいくかもあらじをふくかぜのみにしむばかりなりにけるかな（続古今集・巻四・ニ八八・「秋 はじめのうた」）
これは、「万業集」の「秋立ちて幾日
もあらねばこの衷ぬる朝明
たしと
の風は手本寒しも」（巻八・一五五五•安黄王 「敏行集」〔二十〕には第二句を「いくかもあらねど」として戚る）
を本歌としてい
る。
なお、「秋きては」が冒頭にくる
歌は、
すでに「大斎院御集」
に、「あききてはきりはらひけるむめがかをながくかすみ たちかくしけむ」(-三三）と詠まれているが、
内親王の「いく
かも
あらじを」と逆接的に条件 述ぺながら、
季節の推移を実惑的に
確認している歌 は異なって、
春の保物の「かすみ」の梅の香を
払う作用と対照させて「 り」を持ち出すための単なる季節を示す前置きとして述ぺられ いるにすぎない。
また、「春きては」を冒頭にお
いて立春の景を詠んだ歌も平安
初期からみられる。「はるきては
きのふ
ばかりをあさみどりなペ
-lll-
Jの忠度の歌を同じく近江荒都を歌った「万葉集」の柿本人麻
てけさこくのはなりにけ
り」（宇多院歌合•紀貰之・石解花）平
安末期になって、内親王の「あききては」の歌にならって「春
きては」「夏きては」を冒頭において、春や夏が訪れて間もない
のにも
うすでにそれらの季節惑が実感されるという喜ぴを自党的に
うたった歌も作られた。
春きてはいく夜
も過ぎぬ朝といでに巫烏きゐる里の村竹（拾逍愚
草・一九九六・正月巫島）
．．
夏きてはたがためな
らぬたそかれにまつにも名のる時烏かな
（壬二集・ニニ四五・仁和寺法親王会に、夕時烏）このように、「冬きては
」という表現を初句に殴いた歌は、平
妥末期の冬の美が取り上げられた頃から用いられ始め、冬の季
節
感の冷たさわぴしさを余情として感じ取って
いる歌が多い。それ
に対して忠度の歌は、
上句でまず季節の推移に気づいた煎きを示
しながら、浅茅が原が霜枯れ
て楊貨妃の臨所も確認できないと
歌っているところに、深い喪失の
悲哀感、寂客感を実感
として惑
じとっている。
為業歌合に、故郷花を
さざなみやしがの都はあれにしをむかしながらの山桜かな
五
呂の作、
さ．
“Uみやひと
ささなA楽浪
の志賀の居崎幸くあれど大宮人の舟待ちかねつ（巻一・
三0)
ぁ
よど
楽浪の志賀の大わだ淀むと
も昔の人にまた
も逢はめやも（巻
一・三一）
と比較してみると、両者ともに人生の無常さと自然の悠久さを
主
題にしているが、
人麻呂は自然の悠久さを条件句として述ぺ、下
句の人生の無常さを強湖している。一方忠度は、人間の創造し
た
ものが永遠の生命を保ち得ず滅亡していくの
に対し、自然の美は
永遠に変わらないとしてそれを賛災している。人麻呂 昔のま
ま
の自然を見るにつけ
荒廃した
眼前の旧都を偏む気持ちを抱くが、
忠度は旧都 「故郷」と言って望輝の念を誘うものとして愛済
をもって捉え、その背後 ある長等山の桜に昔 しのぶよすがを
見
出している点、滅ぴるものへの寂しさ、わぴしさは昇華されて
一種の美感となっている。
以上見てきたとおり、
忠度の古代を詠んだ歌は、平安中期まで
の作品にみられるような直接的な家や里の荒廃した姿を捉えよ
う
としたのとは異なり、荒廃した旧都ゃ邸宅を懐旧の情を誘う[
故
郷」 て親近感をもって捉
え、そこに滅ぴゆくものが持つ寂ぴ
た梢趣美を見出している。特に河原院や長恨歌の批界を取り上
げ
-，，ヽ
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ている点、
恵度や道済といった河原院グループの歌人に共通する
素材を取り上げているが、
単に人生の無常を嘆くだけに終わって
いない。河原院を詠んだ歌のように浅茅が原に嗚を配し、
また長
恨歌の心をうたった歌のように冬枯れの浅茅が原を詠み込むというように、
滅ぴゆくものが持つ心細い寂容
感、
わぴしい喪失の悲
哀感を余情既かに象徴的に感じさせる、平安末期に起こった新しい傾向の歌を詠んでいると言えよう。(l〉「万業の時代と凪土」一五0頁〈2)四辻筈成若「河海抄」(3)「撫岱．厭世の歌ー�今和歌集孜�」（「鈴疵工業高W紀要」第十
五巻卯二号、昭57.10)
(4)「新編国歌大観」第六巻・私撰集編"-(5)「国栢国文」（窮五十巻第九号、昭邸．
9）
(6)「B中長恨歌受容の一而ー黄沿の馬山の賦と源氏物絣その他ー�」
（「甲市大学紀要（文学編）」第六0号・昭61.3)
(7)「群告類従」杭二七輯(8)北村牢吟芳、有精堂出版。 詞花集」一
1
一三六の歌の注
(9)「藤原定家の歌風」一ー一頁(10)「新古今歌人の研究」三五五頁
なお、本文の「万菜集」、「古今集」、「源氏物語」は小学館「日本
古典文学全集」「謡曲集」上｀神楽歌は「日本古典文学大系」に、
他
注
研究室受贈図書雑誌目録因
信州大学医療技術短期大学部紀要
第18巻
神女大国文（神戸女子大学国文学会）
第4号
。3
人文（廊児島県立短期大学）
第17号
／人文学報（東京都立大学人文学部）No243
ri
文学論集（大阪府立大学人文学会）
第11集
／親和国文（親和女子大学国語国文学会）
第27号
ー
成検懐文（成践大学文学部日本文学科研究室）
第二十六号
／城国文学（成城国文学会）
第9号
／消泉女子大学紀要
40
ー
説林〈愛知県立大学・県立女子短期大学 会）
41
J号修国文（専修大学国語国文学会）
第52号、第53号
C
相愛国文（相愛女子大短期大学国文学研究室）
第六号
C
創造と思考（湘南短期大学国語国文学会）
第3号
／田語文（園田学園国文懇話会）
第七号
／近松研究所紀要（固田学園女子大学近松研究所）ム央大半國文（中央大学国文学会）
第36号
ィ出火大学文学部紀要
第71号、第72号
第四号
の勅撲集、私撰集、私家集、歌合、「伊勢物研」「大和物Hli」等の歌はすぺて角川版「新編国歌大観」によった．
（県立岡山朝日窃校教稔）
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